
信頼性の確立は安全の確保から防
爆
対
策

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｃ

　
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
は
イ
オ
ン
を
発
生
さ

せ
て
静
電
気
を
取
り
除
く
除
電
器
の

専
業
メ
ー
カ
ー
。
静
電
気
に
よ
る
爆

発
・
火
災
事
故
防
止
は
も
ち
ろ
ん
、

ホ
コ
リ
・
異
物
の
付
着
を
防
い
で
不

良
を
大
幅
に
削
減
す
る
切
り
札
と
し

て
、
採
用
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
製
造
現
場
で
の
静
電
気
に
よ
る
ス

パ
ー
ク
は
、
爆
発
や
火
災
事
故
に
直

結
す
る
。
同
社
の
防
爆
認
定
除
電
器

は
、
溶
剤
蒸
気
な
ど
が
舞
う
可
燃
性

雰
囲
気
で
の
静
電
気
を
除
去
し
、
災

害
を
防
ぐ
の
が
大
き
な
特
徴
。
さ
ら

に
ホ
コ
リ
な
ど
に
よ
る
製
品
不
良
も

回
避
で
き
る
と
評
判
だ
。

　
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
小
型
で
装

置
内
へ
の
組
み
込
み
に
向
く
「
防
爆

認
定
ス
ポ
ッ
ト
ト
リ
ン
ク
」
を
は
じ

め
、
一
定
間
隔
を
空
け
て
設
置
す
る

と
プ
ラ
ス
イ
オ
ン
と
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
を
放
射
し
、
無
風
で
空
間
の
静
電

気
を
中
和
す
る
「
防
爆
認
定
空
間
ト

リ
ン
ク
」
や
「
防
爆
認
定
バ
ー
ト
リ

ン
ク
」
な
ど
、
各
種
を
取
り
そ
ろ
え

て
い
る
。

サ
ン
テ
レ
コ
ム
ジ
ャ
パ
ン

　
サ
ン
テ
レ
コ
ム
ジ
ャ
パ
ン
が
販
売

す
る
中
国
Ｈ
Ｙ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ａ
製
の
防
爆

型
携
帯
無
線
機
「
Ｔ
Ｃ

７
０
０
Ｅ

ｘ
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
」
が
好
評
だ
。
石
油
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
や
化
学
工
場
な
ど
爆
発

の
危
険
が
あ
る
区
域
や
消
防
現
場
な

ど
で
使
用
で
き
る
。
タ
イ
プ
は
業
務

用
無
線
２
機
種
と
簡
易
無
線
１
機

種
。
周
波
数
４
６
５

帯
の
簡
易

無
線
タ
イ
プ
の
場
合
、
使
用
者
個
人

の
資
格
や
免
許
は
必
要
な
い
。
最
大

出
力
３

で
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
は

。

最
大

時
間
運
用
が
可
能
。

　
本
質
安
全
防
爆
検
定
合
格
品
で
あ

る
と
同
時
に
、
防
塵
・
防
水
性
能
に

つ
い
て
は
国
際
電
気
標
準
会
議

Ｉ

Ｅ
Ｃ

の
Ｉ
Ｐ

に
適
合
し
、
過
酷

な
環
境
下
で
も
安
心
し
て
運
用
で
き

る
。
無
線
機
を
持
っ
た
人
が
倒
れ
た

場
合
な
ど
、
無
線
機
が
転
倒
・
横
向

き
に
放
置
さ
れ
る
と
自
動
的
に
ア
ラ

ー
ム
を
発
信
す
る
「
マ
ン
ダ
ウ
ン
機

能
」
も
標
準
装
備
し
、
作
業
者
の
安

全
確
保
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

守
隨
本
店

　
守
隨
本
店
は
１
６
５
８
年

明
暦

４

に
創
業
し
た
歴
史
あ
る
秤
専

は
か
り

門
メ
ー
カ
ー
。
同
社
の
耐
圧
防
爆
吊

り
秤
「
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
　
昴

ス
バ

ル

」
は
防
爆
等
級
２
Ｇ
４
に
対

応
。
安
全
性
と
機
動
性
を
重
視
し
た

独
自
の
構
造
を
持
つ
。

　
表
示
ユ
ニ
ッ
ト
の
回
路
部
や
抵
抗

線
ひ
ず
み
計
式
ロ
ー
ド
セ
ル
、
電
源

用
充
電
式
バ
ッ
テ
リ
ー

直
流
６

を
耐
圧
容
器
の
中
に
収
納
。
計

量
さ
れ
た
数
値
は
、
強
化
ガ
ラ
ス
製

の
透
明
窓
を
通
し
て
確
認
で
き
る
。

秤
の
操
作
は
、
防
爆
構
造
の
密
閉
式

押
し
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
で
行
う
た

め
、
耐
圧
性
を
維
持
し
た
状
態
で
計

量
が
可
能
。
連
続
使
用
時
間
は

時

間
。
充
電
時
間
も

時
間
と
実
用
的

な
設
定
。

　
秤
量
は
３
０
０

―
５
０
０
０

ひ
ょ
う
り
ょ
う

の
６
タ
イ
プ
が
あ
る
。
精
度
は

２
０
０
０
分
の
１
か
ら
３
０
０
０
分

の
１

秤
量
値
比

。
石
油
製
品
、

塗
料
、
製
薬
、
医
薬
な
ど
、
幅
広
い

分
野
に
導
入
実
績
が
あ
る
。

昭
和
電
機

　
昭
和
電
機
の
電
動
送
風
機
「
Ｍ
Ｄ

Ｆ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー

制
御
可
能
な
耐
圧
防
爆
モ
ー
タ
ー
を

搭
載
し
て
お
り
、
可
燃
性
ガ
ス
が
発

生
・
滞
留
し
て
い
る
場
所
で
も
使
用

で
き
る
。

　
自
社
製
の
耐
圧
防
爆
モ
ー
タ
ー
と

イ
ン
バ
ー
タ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
同

製
品
の
設
計
は
、
産
業
安
全
技
術
協

会
の
検
定
に
も
合
格
し
、
そ
の
安
全

性
が
保
証
さ
れ
て
い
る
。

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
も
高
く
、

―

イ
ン
バ
ー
タ
ー
設
定
域

の
回
転
数
制
御
で
風
量
と
静
圧
を
設

定
で
き
る
た
め
、
従
来
の
ダ
ン
パ
ー

制
御
よ
り
も
消
費
電
力
を
最
大
で

％
削
減
す
る
。

　
ま
た
、
市
販
の
耐
圧
防
爆
モ
ー
タ

ー
と
イ
ン
バ
ー
タ
ー
を
送
風
機
に
組

み
込
ん
だ
場
合
と
比
べ
て
、
約

％

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
。

　
０
・
２

―
２
・
２

の
標
準

・
耐
熱
型
を
合
計

機
種
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
し
、
特
注
品
の
注
文
に
も
１
台

か
ら
対
応
し
て
い
る
。

有
力
企
業
の
製
品
・
技
術

〈
順
不
同
〉

　
可
燃
性
ガ
ス
や
粉
体
を
取
り
扱
う
工
場
な
ど
で
は
、
法
規
に
基
づ
い
た
防
爆
対
策

が
必
要
と
さ
れ
る
。
普
段
、
十
分
理
解
し
て
い
る
現
場
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
反
応

装
置
や
貯
蔵
タ
ン
ク
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
い
っ
た
非
定
常
作
業
の
際
に
、
い
つ
も
と

異
な
る
環
境
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
危
険
の
「
芽
」
に
な
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
爆
発

火
災
事
故
の
発
生
は
、
作
業
員
や
近
隣
住
民
に
直
接
的
影
響
を
与
え
る
ば
か
り
で
な

く
、
企
業
の
社
会
的
信
頼
性
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。
安
全
確
保
・
防
爆
対
策
は

企
業
の
責
務
と
し
て
、
最
大
限
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

危
険
の
「
芽
」
を
摘
む

変
わ
る
検
定
基
準

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ２月２４日 木曜日 　　

　
こ
れ
ま
で
防
爆
構
造
の
規

格
と
し
て
は
、
法
令
と
し
て

定
め
ら
れ
て
い
る
「
構
造
規

格
」
と
、
構
造
規
格
に
準
じ

る
も
の
と
し
て
「
技
術
的
基

準
」
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。

昨
年
８
月

日
か
ら
は
技
術

的
基
準
に
換
わ
り
、
新
た
に

国
際
規
格

Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格

に
基
づ
い
た
「
国
際
整
合
防

爆
指
針
」
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
国
際
整
合
防
爆
指
針
通
達

後
も
、
経
過
措
置
と
し
て
技

術
的
基
準
に
よ
る
検
定
の
新

規
申
請
が
可
能
で
あ
っ
た

が
、
今
日
、
２
月

日
か
ら

は
技
術
的
基
準
は
廃
止
。
新

規
の
検
定
申
請
は
構
造
規
格

に
よ
る
も
の
か
、
国
際
整
合

防
爆
指
針
に
よ
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
と
は
設
計
や
試
験

方
法
な
ど
が
変
更
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
注
意
が
必
要
だ
。

　
国
内
の
防
爆
検
定
や
海
外

の
防
爆
認
証
な
ど
の
取
得
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
グ
ー
バ
ー
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
吉
川
修
社

長
は
「
防
爆
の
目
的
は
命
に

も
関
わ
る
危
険
な
場
所
で
の

安
全
確
保
。
だ
か
ら
こ
そ
、

構
造
や
性
能
が
厳
格
に
規
定

さ
れ
て
い
る
」
と
し
、
「
一

般
仕
様
の
ち
ょ
っ
と
し
た
改

造
で
適
合
す
る
ほ
ど
簡
単
で

は
な
い
。
コ
ス
ト
や
時
間
を

抑
え
る
た
め
に
も
専
門
家
の

ア
ド
バ
イ
ス
は
不
可
欠
」
と

力
説
す
る
。

　
爆
発
あ
る
い
は
火
災
は
三

つ
の
要
素
が
そ
ろ
う
こ
と
で

発
生
す
る
。

燃
え
る

も

と

と
な
る
「
燃
料
」
、
つ

ま
り
可
燃
性
ガ
ス
や
引
火
性

液
体
の
蒸
気
、
粉
体
と
い
っ

た
可
燃
物

燃
焼
を
起
こ
す

空
気

酸
素

な
ど
の
支
燃

性
ガ
ス

電
気
火
花
や
高
温

部
な
ど
の
点
火
源

発
火

源

―
の
３
要
素
だ
。
燃
料

と
空
気
が
一
定
の
比
率
で
混

合
し
て
爆
発
性
の
雰
囲
気
が

形
成
さ
れ
、
そ
こ
に
点
火
源

が
存
在
す
る
と
爆
発
す
る
。

　
可
燃
物
と
な
る
の
は
化
学

物
質
な
ど
ば
か
り
で
は
な

い
。
機
械
加
工
時
に
発
生
す

る
金
属
粉
や
食
用
の
小
麦
粉

な
ど
で
も
条
件
が
そ
ろ
え
ば

粉
塵
爆
発
を
起
こ
す
。
電
気

火
花
は
電
気
回
路
の
接
点
部

分
だ
け
で
な
く
、
静
電
気
の

放
電
も
点
火
源
に
な
る
。

　
爆
発
事
故
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
爆
発
性
雰
囲
気
が

生
成
し
な
い
よ
う
に
換
気
す

る
こ
と
や
、
点
火
源
を
な
く

す
、
あ
る
い
は
隔
離
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
当

然
だ
が
、
点
火
源
が
な
け
れ

ば
爆
発
し
な
い
。
電
気
機
械

器
具
や
設
備
は
ど
こ
の
作
業

現
場
に
も
必
ず
あ
る
の
で
、

十
分
な
対
策
が
必
要
だ
。

　
労
働
安
全
衛
生
規
則
で
は

事
業
者
に
対
し
て
、
爆
発
・

火
災
の
危
険
性
が
あ
る
場
所

で
は
通
風
・
換
気
・
除
塵
な

ど
の
措
置
を
行
う
こ
と
と

し
、
そ
れ
で
も
爆
発
の
危
険

性
が
生
じ
る
濃
度
に
達
す
る

可
能
性
が
あ
る
危
険
場
所
で

は
、
使
用
す
る
電
気
機
械
器

具
に
防
爆
構
造
で
あ
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
。
２
０
０
８

年

月
に
改
正
施
行
さ
れ
た

労
働
安
全
衛
生
規
則
と
電
気

機
械
器
具
防
爆
構
造
規
格

構
造
規
格

で
は
、
危
険

性
の
度
合
い
で
特
別
危
険
箇

所
、
第
一
類
危
険
箇
所
、
第

二
類
危
険
箇
所
と
３
区
分

し
、
区
分
に
応
じ
て
使
用
可

能
な
防
爆
構
造
を
規
定
す

る
。
危
険
場
所
の
判
断
や
、

設
置
す
べ
き
防
爆
機
器
の
判

断
に
、
よ
り
明
確
な
基
準
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
主
な
防
爆
構
造
に
つ
い
て

み
る
と
、
安
全
増
防
爆
構
造

は
、
正
常
な
状
態
で
点
火
源

と
な
る
よ
う
な
電
気
的
火
花

や
高
温
部
が
な
く
、
絶
縁
性

能
や
外
部
か
ら
の
損
傷
に
対

し
て
安
全
性
を
高
め
て
い
る

構
造
。
耐
圧
防
爆
構
造
は
周

辺
の
爆
発
性
ガ
ス
と
点
火
源

を
隔
離
す
る
と
い
う
考
え
方

で
、
周
辺
の
ガ
ス
な
ど
が
容

器
内
に
入
り
込
ん
で
爆
発
し

て
も
、
そ
の
圧
力
に
耐
え
、

爆
発
に
よ
る
炎
が
外
部
に
漏

れ
な
い
構
造
だ
。

　
本
質
安
全
防
爆
構
造
は
、

電
気
機
械
器
具
の
構
成
部
材

で
発
生
す
る
火
花
や
熱
が
可

燃
性
ガ
ス
な
ど
に
点
火
す
る

お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
点
火

試
験
で
確
認
し
た
も
の
。
装

置
に
事
故
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
点
火
能
力
が
本
質
的
に

抑
え
ら
れ
て
お
り
、
最
も
厳

し
い
レ
ベ
ル
の
防
爆
性
を
有

し
て
い
る
。


